
建築物の概要書

理 由

申請者の株式会社エコネコルは、申請地（工業専用地域）において、現在、産業廃棄

物でない廃電子機器等の廃プラスチック類などを破砕し、希少金属等の回収を行ってい

る。

今回、破砕対象を産業廃棄物に拡大し、希少金属等の回収増加を計画している。

また、化石燃料の消費削減や廃棄物の利活用を図る取組として、廃プラスチック等の

破砕施設の設置などにより、代替燃料である固形燃料の製造を計画している。

破砕施設の産業廃棄物の最大処理量は、廃プラスチック類が合計 509.34ｔ/日、木く

ずが 489.84ｔ/日となる計画であり、建築基準法施行令第 130 条の２の３に定める処理

能力（廃プラスチック類６ｔ/日、木くず 100ｔ/日）を超えるため、同法第 51 条ただし

書の規定による許可が必要となった。

なお、敷地の拡張、建築物等の増改築は行わない。

建築主住所氏名
株式会社エコネコル 代表取締役 佐野 文勝

静岡県富士宮市山宮 3507 番地の 19

敷 地 の 位 置
富士市前田字川原 758 番１

（工業専用地域）

敷 地 面 積 13,259.14 ㎡

建 築 面 積 6,247.33 ㎡（すべて既存）

延 べ 面 積 6,315.93 ㎡（すべて既存）

構 造 鉄骨造

用 途 産業廃棄物処理施設

主 な 施 設 産業廃棄物破砕施設

処 理 能 力
廃プラスチック類 破砕 509.34ｔ/日

木くず 破砕 489.84ｔ/日

稼 働 時 間 24 時間（搬入出時間：午前８時 30分から午後５時 00分）

適 用 建築基準法第 51 条ただし書の規定による



第19号様式（第19条、第24条関係） 
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第２号議案　　　　附図Ｎｏ.１位　置　図図 面 名

申請地

【凡例】

産廃排出元

排出元（受託元）

ＪＲ東海道新幹線

ＪＲ東海道本線

岳南鉄道線

至 富士宮市

田子の浦港

●ＪＲ富士駅

●吉原小学校

●ＪＲ吉原駅

●田子浦小学校

●田子浦中学校

●元吉原小学校

●吉原第一中学校

搬入経路

搬出経路



 

   

 

 

付　近　見　取　図図 面 名 第２号議案　　　　附図Ｎｏ.２
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現　状　状　況　写　真図 面 名 第２号議案　　　　附図Ｎｏ.３
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配　置　図図 面 名 第２号議案　　　　附図Ｎｏ.４

■騒音・振動・粉塵対策：屋内の閉鎖された空間で作業を行う。

■排水計画：工程における排水は生じない。

　場内の雨水排水は排水設備で処理し河川へ放流する。
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品目 処理能力

廃プラスチック類 509.34 ｔ/日

木くず 489.84 ｔ/日

搬出（破砕後の残渣）

搬入（廃プラスチック類・木くず）
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  申請敷地面積；13,259.14㎡ 


